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Miacisの特徴

● 評価値を確率分布として出力



1年前からの改善点

● TensorRTの導入

○ LibTorchと連携したTRTorchを利用

○ 高速化によりR+100ほど

● 学習の改善

○ 強化学習の前に教師あり学習を導入

○ 評価関数の精度向上によりR+100ほど

● floodgateでR3800程度

○ ブログ記事

https://tokumini.hatenablog.com/entry/2021/03/25/180000


学習方法

● 教師あり学習と強化学習を併用

○ 最終結果[-1, 0, 1]を予測する教師あり学習ではどの

局面でも以下のような分布になってしまう

● 強化学習(TD学習)により数手先の評価値を予測

○ 評価値の安定度を学習



出力例1

● 初期局面では 0 付近に高い確率を示す



出力例2

● 中盤の難所 (？) では、期待値はほぼ 0(互角) だが幅広

い値に確率を示す



出力例2

● 勝ちになった終盤では 1 付近に高い確率を示す


